
　自然妊娠と比較して、ART治療を受けている夫婦に強い精神的ストレスは見られません
でした。理由として、我が国では晩婚化の情勢とART治療の普及により、不妊治療が広く
受け入れられていることが考えられます。一方、ART治療を受けている一部の母親はスト
レスが強く、心理面や社会面のケアの必要であることが分かりました。

■ 心理的苦痛の平均点数（6点満点で、点数が高いほどストレスが強い）

【結果】

【この調査でわかったこと】

　ART治療群の母親と父親のストレスは、初産と経産の両方で、他の2群と比べて低い傾
向にありました。また統計解析でも、妊娠週から出産までのストレスとARTとの関連性は
認められませんでした。
　一方で、ART治療群でストレスを強く感じている母親では、本人の病歴と夫からの心無
い言葉がストレスに影響していました。

ART 非ART不妊治療 自然妊娠

母親（妊娠初期） 初産 2.91 3.23 3.85

経産 2.75 3.89 3.55

母親（妊娠中後期） 初産 2.72 2.82 3.48

経産 2.52 3.54 3.48

父親 初産 2.33 2.15 2.71

経産 1.77 1.96 2.67

【はじめに】

　エコチル調査で得られた、ART群（母親:239名、父親:151名）、
非ART不妊治療群（母親:350名、父親:251名）、自然妊娠群（母
親:8,514名、父親:5,110名）における個人データと、心理的苦痛の
程度を測定する質問票（6点満点）の点数を用いて、妊娠初期およ
び中後期の精神的ストレスを調べました。
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　不妊治療の経験は、精神的・身体的・経済的な負担が伴うと言われています。特に、
体外受精や顕微授精のような生殖補助医療（ART：Assisted reproductive 
technology）による治療を受けている夫婦は特有の不安に悩まされる可能性が高いと考
えられます。そこで本研究では、妊娠中の夫婦の心理的な苦痛とART治療との関連性に
ついて調査しました。

https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S2405661817300254?via%3Dihub

